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第 2 回「緊急企画 自死・自殺について考える」 

 

教職員を対象とした「現代的課題と建学の精神プログラム」。第２回は、コロナ禍で若者を取り巻く環境

が急変し先が見通せない状況の中で、不安を抱えている若者が増えていることから「緊急企画」として自

死・自殺について考えました。60名を超える参加があり、教職員にとって極めて関心が高く、不安を感じ

ていらっしゃる方も多いことがわかりました。時間の都合でお答えいただけなかった質疑を含め、当日の振

り返りと、ご参加いただけなかったみなさまへの共有のため、ニューズレター2号を届けします。  

 

日時 2020年 11月 20 日（金） 13:15～14:45 

講師 黒川 雅代子 短期大学部教授 

野呂 靖   文学部准教授 

場所 オンライン（参加 64 名） 

動画 https://youtu.be/trB4h6HYFF0 

 

コロナ禍で学生が体験しているあいまいな喪失 

黒川 雅代子 教授 講演要旨 

 

本日はこのような時間をいただきましてありがと

うございます。 

ここでは、コロナ禍で学生が体験している「あい

まいな喪失」という切り口で自死・自殺について考

えたいと思います。 

米国疾病予防管理センターの調査によると、米国

在住の若者の４人に 1 人が 2020 年 8 月に真剣に自

殺を考えたという結果が出ています。わが国でも 7

月以降は自殺者が増加し、8 月に自殺した人は全国

で 1,849 人、特に女子高生の自殺数が増えていると

いうことが問題になっています。自分でも「訳が分

からないし、訳がわからないがゆえに苦しい」、「助

けて欲しい」と言い出せない中で、死に向かってい

く人たちがいる。死にたいと言ったからといって説

教されたり否定されたりするのではなく、「もう少し

話を聞かせて」という人がいる社会をつくるべきで

あると専門家も指摘しています。 

大学生の場合、人生経験が少ないゆえに、目の前

のハードルが途方もなく高く感じられたり、何かに

失敗すると立ち上がれないくらいの失敗体験になっ

てしまったりします。現実の死別体験が乏しいため

に実際の死に対する実感が少なく、困難なことから

逃れる方法の選択肢の一つに簡単に自死が入ってし

まうということが考えられます。 

喪失とは、以前に所有していたものや、愛着を抱

いているものが奪われる、あるいは手放すことを意

味しています。そして、あいまいな喪失とは、はっ

きりしないまま解決することも収束することもしな

い喪失のことを言います。 

あいまいな喪失は、本来喪失の後に起こる悲嘆反

応が複雑化すると言われています。 

あいまいな喪失は、アメリカのミネソタ大学の名

誉教授ポーリン・ボス博士が提唱されました。現在

のコロナ禍について、ボス博士は「あいまいな喪失」

だと緊急メッセージを出されました。 

ホームページの一部を抜粋します。 

「今、世界中の人々が新型コロナウイルスのパンデ

ミックの中で、先の見えない不安の中にいます。こ

          現代的課題と 建学の精神 プログラム ニューズレター②     （宗教部） 

https://youtu.be/trB4h6HYFF0
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れらは全て『あいまいな喪失』と呼ぶことができま

す。無力感に押しつぶされないように、自分の好き

な活動を行って、コントロール感を維持してくださ

い。 

このような現実に対処するためには、それぞれの

人たちに創造力と想像力が必要です。たとえ喪失感

が残ったとしても、私たちには、まだ、できること

が多くあるのです。」 

現在のコロナ禍にある毎日は、まさにあいまいな

喪失だといえます。はっきりと何かを失ったわけで

はないけれど、大学生になったけれども、ほとんど

大学に行っていない、キャンパス内で友人との自由

な語らいの喪失、大学生としてのアイデンティティ

形成に重要な入学式・卒業式・学園祭等の行事の喪

失、卒業後の未来、将来設計の喪失等、様々な喪失

を体験しています。いつ終わるかもわからない状況

がモヤモヤ感やイライラ感、無気力感等につながり、

自分でも意味がわからず、どう対処していいのかわ

からないという状況にある学生は少なくないと思わ

れます。 

あいまいな喪失による影響としては、何を失くし

たかがはっきりしないため、喪失を前提とした新た

な取り組みや意思決定ができず、様々な機能を停止

させてしまうということが起こります。大学生の場

合、10 代から 20 代以降へのとても重要な時期に、

人生や活動を前に進めることができなくなる訳です。 

個人への影響として、ストレス反応による心身の

不調、時にはこの状態が永遠に続くのではないかと

いう絶望感に襲われ、アルコールに依存したり、自

傷行為、自殺行動などの自己破壊的な行動に結びつ

いたりする可能性があります。 

あいまいな喪失への対処についてですが、今のコ

ロナ禍の状況をすぐに解決することは出来ません。 

私たちは、何か問題が起こった時には、その問題

を解決しようと対処します。しかし、あいまいな喪

失は、解決を目指すことが困難な喪失です。そのた

め、あいまいさに耐えうる力を養っていくことが必

要となります。あいまいさを持ちつつ、より良い生

活につなげていくためのレジリエンスを高めていく、

これがあいまいな喪失の支援の最も重要なことです。 

レジリエンスは、困難な状態の中でも健康を保つ

力のことです。バネに圧力を加えると、ぎゅっと縮

みますが、やがて伸びようとする力が働きます。こ

のような力がレジリエンスに例えられると思います。 

ボス博士は、あいまいな喪失に対して、支援方法

をガイドラインで示しておられます。ここでは簡単

にしか説明できませんので、このガイドラインを活

用して、学生に関わってくださいという意味でお示

ししているわけではありません。あいまいな喪失に

ついて知っていただき、コロナ禍で学生はあいまい

な喪失を経験しているということをご理解いただき、

学生の話をじっくりと傾聴してもらいたいと思いま

す。 

あいまいな喪失の 6 つのガイドラインを、一つず

つ簡単にご説明します。 

ひとつめは、意味を見つけるということです。 

何を失ったのかよく分からない状態、もやもやし

た状態に対して、まず「あいまいな喪失」という名

前を付けてみるということです。名前が付くことで、

あいまいな喪失が、現在の状況を生み出していると

意味づけることができます。そのことで問題を外在

化し、自分や周囲を責める気持ちが緩和されます。 

今のコロナ禍の状況に対して、あいまいな喪失と

いう名前をつけ、家族や仲間と今起こっている出来

事について話し合ってみるのもひとつです。 

そして、物事に対して無理に白黒つけようとしな

いことです。どちらかに決めてしまうのではなく、

あれもあり、これもありと柔軟に考えます。生活の

中で浸透してきた行事を、形を変えて継続させてい

くことも大事なことだと言われています。 

つぎに、人生のコントロール感を調整することで

す。 

コロナ禍の状況は、みんなが同じように体験して

いるけれども、その過程の中で、経験する困難さは、
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学生によっても異なるかと思います。みんながコロ

ナ禍だけれど、なぜ自分だけがこんなに大変なのか、

なぜ自分の家族だけがこういう状況なのかと、世の

中の不公平さを恨んだりすることもあるかと思いま

す。そして、無気力感を覚えたり、自責の念や怒り

を覚えたりする人もいるかと思います。 

世の中は、なかなか公平ではなく、そして自分が

コントロールできないこともたくさんあるというこ

とを受け入れることが必要なのです。それは、その

人たちのがんばりが足りないからではないのです。 

次に、アイデンティティを再構築するということ

です。 

自分の捉え方に対して、柔軟になるということで

す。例えば大学 4 年生になったのに、なかなか就職

活動が進まない自分っていったい何者なのだろうか

とかと考えてしまうかもしれません。そのような時

は、自分自身の考え方について、少し柔軟に考えて

みるということです。 

4 つ目は、閉塞した状況の中でいろいろ相反する

感情が生まれてくるかもしれないですが、それも当

然のことだと考えるということです。例えば親しい

人に対して、愛情を持ちつつ、怒りのような感情が

現れることもあるかもしれません。 

5 つ目は新しい愛着のかたちを見つけるというこ

とです。思っていたような大学生活は送れないけれ

ども、友人関係が以前と異なっているけれども、以

前持っていた関係性を心の中に大切にしつつ、新た

な愛着の形を模索していくことが 5 つ目になります。 

最後は、希望を見出すということです。思ったよ

うな人生でなくても、ある程度やっていけるという

感覚を持つことです。不完全かもしれないけれども、

なんとなくやっていくという、そんな感覚だと思い

ます。現実に即したかたちの希望に考え直すことが

6 つ目になります。 

この 6 つのガイドラインを使って、具体的にどの

ように支援していくかについては、ここでお伝えす

ることは難しいですが、学生が話す様々なことに対

して、あいまいな喪失によって起こっていることだ

と意味付け、学生に問題があるのではないと思いつ

つ、学生のレジリエンスを信じて関わっていただけ

たらと思います。 

最後に、「私の話を聞いてください」という詩を紹

介します。 

 

私の話を聞いてくださいと頼むと 

あなたは助言を始めます 

私は そんなことを望んではいないのです 

私の話を聞いてくださいと頼むと 

あなたは その理由について 話し始めます 

申し訳ないと思いつつ  

私は不愉快になってしまいます 

私の話を聞いてくださいと頼むと 

あなたは なんとかして 私の悩みを解決しなければ 

という気持ちになります 

おかしなことにそれは 私の気持ちに 反するのです 

祈ることに なぐさめを見いだす人がいるのは 

そのためでしょうか。 

神は 無言だからです 

助言したり 調整しようとは しません 

神は聞くだけで 悩みの解消は 

自分にまかせてくれます 

だからあなたもどうか 

黙って私の話を聞いてください 

話したかったら 私が話し終わるまで 

少しだけ 待ってください 

そうすれば私は必ず あなたの話に 耳を傾けます 

（レオ・バスカーリア著『Loving Each Other』より） 

 

学生が本来持っているレジリエンス、力を発揮で

きるように、まずは気持ちを聞くことを大切にして

ください。 

どうしても教職員は、「何かしないと」、「助言しな

いと」と思ってしまうことが多いのですが、今日私

がお話しさせていただいたあいまいな喪失を少し念

頭に置きつつ、まず学生の気持ちを聞いていただけ

ればと思います。 

そして聞いた話は、自分だけで抱え込まずに組織

で考えるようにしてください。守秘義務を守った上

で、組織でどう対応したら良いのかを考えられるよ

うな土壌を作ることが大切だと考えています。 

 

参考文献として、今日お話しさせていただいた「あ

いまいな喪失」についての書籍を紹介しておきます。

これから出版するおすすめ図書として高橋聡美さん

の『教師にできる自殺予防』があります。12 月に出

版予定です。 

本日は、ご清聴ありがとうございました。  
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「死にたい」ほどの悩みを受けとめるための 

無理のない方法 

野呂 靖 准教授 講演要旨 

 

文学部の野呂と申します。 

 先ほど黒川先生が最後に紹介された詩に、「助言や

アドバイスではなく、ただ私の話を聞いてください」

という印象深い言葉がありました。これは自殺対策

だけでなく、人の悩みを聞くときの重要なポイント

だと思います。 

本日の私の話は、その具体的なポイントについて、

しかも無理のない方法をご紹介できればと思ってい

ます。つまり医療者やプロのカウンセラーではない

一般の私たちがどのように悩みを受け止めることが

できるのか、ということになるかと思います。 

私は 10 年ほど前から自死問題に関わっておりま

して、京都に「認定 NPO 法人京都自死・自殺相談セ

ンターSotto」という電話相談・メール相談の団体を

仲間と一緒立ち上げました。今年で 10 年目を迎えま

す。本当は 24時間体制で進めたいのですけれども人

員の問題があります。今のところは金曜と土曜の深

夜に電話を受け付ける形でボランティアと一緒に活

動しています。 

まず自死の問題を考える上でとても大事なことが

三つあると思っています。 

一つは、自死というのは特別なものではなくて誰

にでも起こり得ることだということです。今年にな

って俳優の自死、芸能人の自死が多く取り上げられ

ています。ところがテレビなどでよくある報道のさ

れ方は、「彼はこんな心の弱い部分があった」、とか、

「こんな特別な境遇があったからこのような自死に

至ったんだ」というように、しばしば個人に問題を

集約させてしまいがちです。その結果、「特別な人が

した特別な死である」「個人が選択した死」であると

いうイメージが一般に広がっているように思います。

場合によってはそこから派生して、自死は「無責任

な死である」「身勝手な死である」という見方も一部

でされています。しかしこれは大きな間違いです。 

自死は「特別な人がする特別な死」では決してあり

ません。私たちは、普段元気な時には「まさかこん

な些細なことで死にたいと思わない」と考えると思

います。例えばお金の問題、経済の問題に悩んでい

る場合でも、そのこと一つだけであったら自死を選

ばないかもしれません。しかしそこに家族関係や友

人関係の不調、あるいは健康問題など、いろんな問

題や条件が重なっていくと「死んだ方がマシなんじ

ゃないのか」「この状況から逃れるには死ぬしかない

じゃないのか」と思うようになる場合があります。 

 このように、さまざまな条件が重なることで起こ

るのが自死であれば、それは決して「他人ごと」で

はありません。「特別な人の特別な死」でもありませ

ん。自分もそのような死を選ばざるをえなくなるこ

とのある死、すなわち「自分ごと」です。自分のこ

とである、他人ごとではないんだということが、ま

ず大切なことだと思います。 

二つ目はこの点に関わりますが、さまざまな条件

が重なると人は誰でも死にたいと思うということは、

つまり個人が自己の選択で選んだ死ではなく、さま

ざまな条件によって追い詰められた死だということ

です。このことを自殺対策の分野では「社会的な死」

とも呼んだりします。個人が自分で選択しているよ

うにみえて、実は選択せざるを得ないような状況に

追い詰められた末の死として捉えていくということ

ですね。 

この見方の重要な点は、追い詰められた末の死で

あるならば、その追い詰められた原因を解きほぐし

ていき、その原因・要因を少しずつ解決していく事

によって、実は自死は、完全にではありませんが、

場合によっては防ぐことのできる死として捉えるこ

とができます。つまり支援者の立場からは、そこに

希望を見出せる。このように捉えることができます。 

三つ目は、自死は「決意の上の死」と思われがち

ですがそうではない、ということです。死にたいと

思っている人が、どのような気持ちであるかを考え

た時、しばしば、「死にたい」と言っているのだから

「死にたい」のだと考えがちです。あるいは逆に「死

にたい、死にたい」と普段から言っている人は、実

は死にたいって言っているだけで本心ではない。本

当に死にたい人だったら何も言わずに死んでいくは

ずだ、といった言い方もされがちです。 

しかし、これらはいずれも生と死を固定的に見て

しまっているんですね。いくら死んだ方がマシだと

思っていても、実はそこには「もしかしてこの状況

が解決される道があるのではないか」、「何かしら可

能性があるのではないか」という気持ちがある。つ

まり、生と死をめぐる気持ちはどちらかに固定化さ

れているわけではなく、「死にたい」と「生きたい」
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という両方の間を常に揺れ動いている、というのが

私の経験から感じているところです。実はこの点に

も支援者の希望はあります。つまり、どのようにす

れば「生きたい」を支えることができるかを考える

可能性が残されているということです。 

さて、以上の自死に関する三つの見方を踏まえ、

そのような生と死の間を揺れ動く状況にある人を支

えるには、どのようなアプローチが可能なのか、と

いうことをお話したいと思います。 

一つ目は、やはり話をじっくりと聞くということ

ですね。これはしばしば傾聴という言葉で表現され、

いろいろな方法が紹介されたりしますが、私はあま

り方法については考えない方がいいかなと思ってい

ます。例えば、「人の話を聞くには受動的にオウム返

しに聞くといいよ」としばしば言われます。「しんど

いです」って言われたら「しんどいんだね」、「辛い

です」って言われたら「辛かったんだね」、という風

にオウム返しに答えましょう、と。 

しかし、プロではない私たちがこうしたテクニッ

クばかり気にする必要はありません。むしろその人

が話すペースを大事にして、その人の話をできるだ

け遮らないようにして耳を傾ける。この姿勢さえし

っかりしていれば、あまり無理なことをする必要は

ありません。 

といいますのも、オウム返しすることを意識しは

じめると、「オウム返しをしなければいけない」と思

ってそちらの方ばかり気を取られてしまうんですね。

そうすると肝心の相手の話を聞きづらくなりますよ

ね。ですから、あまり気にせずに、まずは相手の話

を大切に聞こうとする心持ちが大事だと思います。 

もう一つは、どうしてもアドバイスや批判をして

しまいがちです。教員は特にそうですね。「こんな私

の経験があるからこうしたらいいんじゃないのか」

とか、「それぐらいのこと悩まなくていいよとか」で

すね。あるいは「こんなお医者さんがいるから」と

か、すぐに具体的なアドバイスをしたくなりますけ

ども、それはむしろ一般の私たちがするべきではな

く、医療者やカウンセラーさんに任せるべきです。 

 このように相手の話を大切に聞くということは、

死にたいと感じておられる気持ちもまた否定せずに

聞ければ一番よいと思っています。ただ、これはと

ても難しいことですね。 

例えば学生に、「先生、辛いんです。もう死んだ方

がマシだと思っています」と、こう言われた時に、

それをすっと「そうなんか、死にたいとまで思って

るんやね」って、なかなか聞きづらいと思うんです

ね。「いやそんなこと言わんとき」とか、「そんなこ

と言わずにこんな方法もあるよ」ってアドバイスし

たり、あるいはそれを否定したりしていくというこ

とが思わず起きてしまいます。しかし、まずはその

気持ちを否定せずに聞くということがとても大事で

す。 

 私たちも普段からそうだと思いますが、人に相談

する時は、この人なら自分の気持ちをわかってくれ

る、話をわかってくれると思うから相談しますね。

人は誰でもいいから相談はしないのです。そうする

と、その窓口に来たということ、悩みを打ち明けた

ということ、そして普段はなかなかわかってもらえ

ない「死にたい」という気持ちを口に出したという

ことは、きっと「この人ならわかってくれるはず」

という思いがあるからこそだと思います。ですから、

できるかぎりその思いを大切にするということです。 

 ところで、しばしば自殺したいという気持ちを聞

く、否定せずに聞くという話をすると、それはその

学生の自殺を肯定している、自殺という行為を容認

しているみたいに捉えられがちです。しかし決して

そうではないと思います。自殺したいという「気持

ち」を受けとめることと、自殺という「行為」を容

認することは大きな違いがあります。どのような死

生観を持っていようと、その方の死にたいという気

持ちそのものを否定せずに受けとめることは可能で

す。 

 話を聞く時の二つ目のポイントは、その人の直面

している状況や出来事を聞くというよりも、「今、ど
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ういう気持ちでいるのか」という「気持ち」に注意

を向けて聞くことです。 

たとえば、私はよく「単位僅少者面談」といって、

修得単位が少ない学生の面談をします。そうすると、

どうしても「何単位取れてるの？」、「どうして取れ

てないの？」、「大学来てる?」、「授業受けてる？」、

「アルバイトしてるの？」みたいな感じで、その学

生をとりまく「事実」ばかり聞こうとします。そう

するとなんだか警察の事情聴取みたいになってくる

んです。尋問みたいなってきますね。そうなると相

手は追い詰められてきてしまう。なんだか悪いこと

をして問い詰められているように感じてしまう。 

 単位が取れないということは、学修面からいえば

もちろん良い状況とはいえません。でもだからとい

って問い詰めても意味はありません。むしろ私達が

支えるべきは、「単位を取らないとだめなのはわかっ

ているけど、でもそうはできない学生」です。まず

はその焦りとか不安とかをしっかりと聞いてあげる。

事情聴取はその後でも十分です。 

たまに学生と話していて、少し話を誇張していた

り、場合によっては嘘をついているじゃないかと思

ったりする場合もあります。でも、なかなか本当の

こと言い出せないってことはよくあることです。事

実を聞こうとすると、その嘘や誇張に気を取られて

しまいます。「それ本当かな？嘘かな？」と。そうす

ると、そのことばっかり気になってしまう。でもこ

こでも大事なことは困難な状況に置かれている学生

本人を支えることです。事情は後で確認すればいい

ですね。やはり今どういう気持ちでいるかをしっか

りと受け止めた後に、状況の確認に進むということ

が、私はその人を支える時にはとても大事だと思い

ます。 

自殺の相談をしていますと、「気持ちを聞くだけで

人が自殺を思いとどまるなんてことはありえない。

それよりも具体的にアドバイスしたり、状況を解決

してあげたりした方がいいんじゃないか」と、しば

しば言われます。 

もちろん状況の解決はとても大切です。しかし状

況は簡単には変わりません。例えばお金がないとか、

健康状態が悪いってことそのものはそんなに簡単に

解決しないです。当たり前ですね。でも状況は変わ

らないんだけど、その状況を支えてくれる、わかっ

てくれる人がいるということそのものが、実はもう

少しだけその人が生きるという方向に歩む支えにな

ると思っています。わかってくれる人がそばにいる

ということは、状況は変わらなくても、実はとても

重要な支えになるのです。 

ひとつだけエピソードを紹介したいと思います。

国立精神保健医療センターの松本俊彦先生という精

神科医の先生がおられます。依存症研究でも有名な

先生ですけども、私どもの NPO の理事もしていただ

いています。以前、松本先生からとても印象的なお

話をうかがいました。 

サンフランシスコにゴールデンゲートブリッジと

いう有名な大きな橋がありますね。ゴールデンゲー

トブリッジは観光の名所になっていますけども、そ

こから飛び降りて命を失う人がとても多い場所とし

ても知られています。かつてはその様子を取り上げ

た「ブリッジ」というドキュメンタリー映画も撮ら

れたことがあります。実は、そのゴールデンゲート

ブリッジから今にも身を投げようしている人、自死

を考えている人を、定点カメラで調査をした研究結

果があるということで、その調査結果でとても印象

深いことは何かというと、今にも身を投げようとさ

れている人が最後まで持っている物って何かという

ことなんです。最後まで手に持っているものは何か。

カバンも場合によっては服も全部置いてきて、靴ま

で脱いで、もう今にも飛び込もうとされている人が、

でも最後まで手に持っているものは何か、「それは携

帯電話なんだよ」って言われたんですね。最後まで

握りしめているものが携帯電話なんだって。私はと

ても印象深く聞きました。 

つまり携帯電話というのは、誰かから、もしかし

て最後の最後にかかってくるかもしれない。あるい
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は最後の最後に話したいと思っているかもしれない。

その最後の繋がりが携帯電話なんですね。つまり誰

かに自分の状況わかってほしかったり話したかった

り繋がっていたい。その気持ちが最後の最後まであ

るんだということを聞きまして、これは本当にそう

なんだなぁと思いました。 

状況が一切変わらなくても、人は人とのつながり

によって支えられる場合があるということ、それは

最後の最後まで求められているということですね。 

先ほど申し上げたように、相談を受けていると「死

にたい」と打ち明けられる場合があります。滅多に

はないかもしれませんが、かなり信頼をされている

場合には打ち明けられる場合があります。 

 そうすると最初はかなりびっくりすると思います

が、まずはその気持ちも受け止めることが大事と思

います。ただ、なかなかそう簡単にはいかないのが

当然です。ご自身の言葉がけや対応を責める必要は

ありません。ただ、できるなら「そうかぁ、そこま

で考えてるんやなぁ」とか、「死にたいとまで思って

いるんやなぁ」って、一言、否定も肯定もせずに、

受け止めていけるとよいと思います。あるいは私も

よくありますが、言葉が出ない時もありますね。そ

の場合は「うん、うん」ってうなづくだけでもいい

と思います。「ちゃんと聴いていますよ」って言うメ

ッセージさえあれば、特別によい言葉を返答しよう

と頑張らなくてもよいと思います。絶句したりする

のは当然のことですので、今日は決して無理をした

り自分の対応を責めることはしないでほしい、とい

うことをお伝えしたいと思います。 

最後に、先ほど黒川先生もお話しされていました

けれども、人の悩みを聞くことはかなり大きな負担

になります。決して個人で解決しようとしない、み

んなで共有して、みんなで支えるという姿勢が大切

です。大学の窓口であれば教務課であるとか、教員

であっても、対応自体は個人ですが、その対応をし

ている私は組織の一員として、みんなと一緒に聞い

ているんだという、このような心持ちが大切です。

対応や言葉かけにおいて失敗と感じることはよくあ

りますが、それは個人の責任ではありません。みん

なで支援する人を支援していく組織づくりが大事で

す。なにより、相談を受けた人は、聞いた話を必ず

誰かに吐き出すことも大切です。信頼できる同僚、

同じ部署や組織のメンバーに、こんなことがあって、

こんな失敗も感じてなどと、自分の不安な気持ちを

含めて話す。もちろん守秘義務は大事ですけども、

それを守った上で話を聞きあうことです。組織づく

りとしては、そんな風に互いに話しやすい職場づく

りが大事なんだ、ということに繋がるかと思います。 

最後にお勧めの書籍ということで 3 冊挙げていま

す。とくに西原由紀子さんという、私が最初に研修

を受けた東京自殺防止センターという日本の代表的

な防止センターの創始者の方が書かれた本がお勧め

です。どのようにして相談者に向き合えば良いのか

ということも含めて、とても参考になる本で読みや

すいですので、よければお読みいただきたいと思い

ます。私からは以上です。ありがとうございました。 
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チャットによる質疑応答 

 

（質問） 

自死・自殺を根本的・基本的に悪いことと捉える

という姿勢で良いのかどうか。悪いと捉えている姿

勢が相手に伝わることはないか。 

（回答） 

自殺は悪いことだと言われがちです。でも相談の

現場で一番大事なのは、自殺という死が良かろうが

悪かろうが、目の前で悩んでいたり苦しんでいたり

する人がいるのであれば、そこを支えるということ

だと思います。つまり善でも悪でもないもう一つの

道があるんじゃないかなっていつも考えています。 

 その上で、例えば個人的な死生観の中で自殺は悪

であると思っている人がおられたとしても、しっか

りと相談者の気持ちを受けとめることを心がけてい

るのであれば、支援者がどのような価値観を心のな

かで持っていようと対応することは不可能ではない

と思っています。本日お話しましたように「自殺と

いう行為」を容認することと、「自殺したいという気

持ち」を否定せずに聞くこととは大きな違いがあり

ます。自分の価値観を横に置いておき、しっかりと

受けとめることが大切です。 

 ただ、自殺は悪であると捉えている人が多い教団

では、十分に信者さんから相談を受けられていない

というデータも少し古いですがあったりします。自

殺をタブー視することで、「助けてほしい」という援

助希求が出しにくくなるのですね。普段から自殺は

ダメだよとか、そんなことしちゃいけないよと、タ

ブー視しているような人には、当たり前ですがなか

なか相談しないですね。 

自殺の問題に限らず、悩みを話してもらう、悩み

を出してもらうことは援助につなげる上でとても大

事なポイントですので、自殺は悪だという風に思い

込んでいると、援助希求を引き出すのは難しいと思

います 

 

（質問） 

専門家にどうやってつなげていけばよいのでしょう

か 

（回答） 

本当に死の危険が迫っていると明らかに判断され

るような緊急的な場合には、直ちに専門家につなげ

た方が良いと思います。例えば「こころの相談室」

であるとか「学部教務課」でそのように判断された

場合、すぐに保健管理センターとか関連部局に情報

を上げていくということが必要かと思います。 

ただ、そこまでではない場合は、すぐに繋げると

いうよりも、しっかりとまずは相談を受けた人が話

を聞くというのが大事かなと思います。たらいまわ

し的になってしまうのも良くないですので。この点

は今後、つなぎ先やつなぎ方のフローの整理みたい

なことができるといいなと思います。 

 

（質問） 

黒川先生のレジリエンスのことを、バネの例でわ

かりやすく説明してくださいましたが、そのバネが

壊れている人が多いように思います。そういう場合

にはどのように対応したら良いでしょうか。 

（回答） 

レジリエンスは個人だけではなく、その人の持つ

コミュニティも含めてレジリエンスと考えます。見

えにくいかもしれませんが、レジリエンスを探し出

して引っ張り出すことも必要です。表面的には全く

バネが壊れてしまっているように思えるかもしれな

いですけれども、どこかにレジレンスがあるはずだ

と信じることが大事だと思っています。 

 

（質問） 

自死・自殺に対する取り組みと、本学の建学の精

神を結び付けるとすれば、どのように考えればよい

でしょうか。 

（回答） 

これは難しい質問ですね。仏教の歴史の中で自殺

という問題はかなり議論されてきた問題です。自殺

をどのような死と捉えるかについては時代や地域に

よって多様な解釈がなされてきましたので、一概に

はいえません。 

しかし重要なことは、自死は善でも悪でもどちら

でもないという立場が、特に東アジアや日本に伝わ

ってくるような仏教の流れの中では強調されてきた

という歴史があります。 

 私たちは、その人の亡くなり方を良いか悪いかと

いうふうに考えがちです。しかし、そもそも死ぬと

いうことは誰もが必ず直面することです。良くても

悪くても、どちらであっても人は必ず死ぬ。つまり

善悪では議論できない問題だって言うんですよね。 

 これはまさに建学の精神である浄土真宗の精神に

つながると思います。親鸞聖人の言葉の中にも「臨

終の善悪を問わず」という阿弥陀仏の誓願の話が出

てきます。息を引き取る最期、どのような亡くなり

方をしようと、それは善でも悪でもない。そうした

立場に立つならば、自殺を良いか悪いかというとこ

ろから離れる必要があります。 

 むしろ私たち自身もいつそのような状況に追い詰

められるかわからない、「死にたい」とまで考える人

は特別な人ではなく、「同じ悩める仲間なんだ」と私

は思っています。 

電話相談とか学生の相談を聞く時に、「なんかすご

いわかるな」って時が私もあるんですね。もちろん



9 
 

本当の意味でわかるわけではないでしょうが、でも

やっぱり私だってそういう状況になることあるんじ

ゃないのか、といつも感じます。この社会のなかで

同じように苦しんだり悩んだりする者を特別視する

のではなく、同じ仲間として接していく、支え合っ

ていくというということが私は大事だと思っていま

す。そうした考え方が建学の精神に共通しているの

ではないかなと思います。 

 

（質問） 

カルト教団など問題のある団体に救いを求めるよ

うな学生にどのように対応するべきと考えているの

か、教えてほしい。 

（回答） 

 カルト教団に属していることそのことを、ただち

に問題にすることは難しいと思います。ただ、大学

生活とか学習面に影響を与えてきていると判断され

た場合には、「最近どうなん？」とか「授業来てない

けど、どう？」とか、気になるポイントがあったら

少し言葉かけをしてみるという形でコミュニケーシ

ョンをとっていくとよいと思います。つまり、その

学生にとってももう一つのよりどころになるという

ことです。 

 あるいはよりどころまで行かなくても支える大人

になっていくというようなところが大事かなと思っ

ています。何か一つの所に依存してしまうというの

もあまり良くないと思うんですね。複数の頼れる先

があるということが大事だと思いまので、私たちが

できることはもう一つの頼れる先として学生をサポ

ートするということかなと思っています。 

 

（質問） 

教員が学生のサインに気づくことは難しいかもし

れませんが、我々はどういう風にアプローチが出来

るのか何かアドバイスをお願いします。 

（回答） 

自死のサインは、本当に難しいです。 

そのため、私たちの出来るアプローチは、心配し

ている大人がいるということを、学生に様々な形で

伝えること、そして、学生がもし孤独で孤立してい

て、どこにも居場所がない状況であると感じられた

ら、危機的な状況である可能性があるため、自分だ

けで抱え込まずに、ぜひ大学内の関係部署と連携し

ていただきたいと思います。 

 

■参加者アンケ―トより(抜粋) 

 

■講師への質問 

（質問） 

このような内容の相談の学生さんはおおむねアポ

イントなく、突然、研究室にやってこられます。オ

フィスアワ―などではなく、また学部以外の学生さ

んもいます。 

(回答) 

突然の相談には戸惑われることも多いと思います。 

ケースバイケースですが、外せない用事などがある

場合、無理して対応すると逆にその学生の相談にし

っかりと向き合うことができない場合があります。

たとえば「〇時に来てくれる？」などと余裕のある

時間帯・日時などをその場で設定してもよいかと思

います。 

また面談の際には「いまから３０分は時間がとれ

るよ」など、対応できる時間をあらかじめ設定して

おくのも過剰な負担を避ける観点から望ましいと思

います。 

 その一方で、学生が事前予約できないほど揺れ動

いている可能性もあることから、一旦相談時間を引

き延ばしてしまうと、二度と来なくなってしまうこ

ともあると念頭に置いて対処する必要があります。 

 

(質問) 

相談に応じた場合は学生さんの所属学部に届ける

などしたほうがいいのでしょうか。 

(回答) 

相談は学生との一対一の信頼関係のうえで成り立

つと考えられます。そのため基本的に学部などに届

ける必要はないかと思います。複数部署に連絡する

ことで、学生に「たらい回しにされている」という

印象を与える場合もあります。 

ただし深刻な希死念慮がみられるなど危険度が高

いと判断される場合には、本人の了解を得たうえで

学部教務課に連絡する必要があります。教務課は保

護者に連絡するとともに、場合によっては他の授業

の担当者からも状況を聞くなど情報収集を行い、チ

ームで対応することが望ましいです。 

・例）「とても心配なので、私が信頼できる人と相談 

内容を共有してもいい？」 

＊どこまでを話してよいかなど、学生の意向を最 

大限尊重しながら対応するとよいと思います。 

 

(質問) 

「あいまいな喪失」の反対概念みたいなのがありま

したら、教えて頂きたいです。「あいまいな喪失」の

定義が多義的にどこまでひろがっていくものなのか、

そうでなくて「東北の震災のような形」なのかが少

し疑問として残りました。 

(回答) 

あいまいな喪失とは、「はっきりしないまま、解決

することも、終結することもない喪失」です

（Boss,1999/2005）。反対概念としては、はっきりと
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した喪失、例えば死別です。 

 あいまいな喪失には、2つのタイプがあります。 

・タイプ 1 は、身体的（物理的）には存在していな

いが、心理的には存在している状況です。「さよなら」

のない別れとも表現されます。例えば、行方不明者

の家族です。より一般的にみられる状況としては、

離婚で実の親と子どもが別れること、配偶者や親が

特別養護老人ホームに入所すること等もあいまいな

喪失です。 

・タイプ 2 は、身体的（物理的）には存在している

が、心理的には存在していない状態で、例としては、

認知症の人の家族です。他にも、昏睡や意識不明者、

アルコール依存症の人の家族も同様です。別れのな

い「さよなら」ともいいます。より一般的には、ワ

ーカホリックやゲーム依存等の人の家族です 

（Boss,2006/2015）。 

 

Boss, P(1999). Ambiguous loss: Learning to live 

with unresolved grief. Harvard University 

Press. （南山浩二（訳）（2005）．「さよなら」のな

い別れ 別れのない「さよなら」―あいまいな喪失．

学文社） 

 

Boss, P.(2006). Loss, Trauma and resillience: 

Therapeutic work with ambiguous loss. W. W. 

Norton and Company. （中島聡美・石井千賀子（監

訳）（2015）．あいまいな喪失とトラウマからの回復

―家族とコミュニティのレジリエンス．誠信書房．） 

 

(質問) 

教員は学生にとってどうしても〈評価する側〉に

うつる。そのような壁をどう破っていくのか。 

(回答) 

ご質問のように、たしかに「評価する側、される

側」という関係性が強固な場合、相談されにくい（し

にくい）といった課題が生じるように思います。も

っとも、教員それぞれの性格や特性もあり、必ずし

も誰もが相談されやすい存在になる必要はないかと

個人的には考えています。 

一方で、相談につながるチャンネルが学内外によ

り多く確保されることも大切です。相談しやすい環

境とは、悩みや弱音などネガティブな気持ちを打ち

明けてもいい場所（批判されたり、ばかにされたり

しない場所）だと考えます。たとえば普段から、何

かの機会に教員自身が弱音を少し吐いたり、悩みを

話したりすると、学生側にもそうした悩みを共有す

る雰囲気が伝わる場合があるかと思います。 

立場や状況は違っても、さまざまな悩みを抱えな

がら生きているということそのものが、悩みを隠す

ことなく打ち明ける素地を作っていくと思われます。 

 ただし、学生との信頼関係を作ることと、ひとり

で抱え込むこととは、別です。チームで関わること

で、相談者の負担感も軽くなると考えます。 

 

 

■意見、提案 

・教務課にいると、突然「教務課から誰か来て」と

言われて、自殺企図などの事案にコミットすること

になるが、心の準備も知識もないまま同席すること

に不安がある。こころの相談室主催の研修などにも

参加したことがあるが、毎年あるわけではなく、必

須でもなかったように思う。学生応対をする部署や、

教務課のように立場上、参加を要請される部署の職

員向けに、毎年必須で（こころの相談室と人事課共

催などで）実践的な研修を行ってはどうだろうか。

実践的といってもロールプレイとかではなく、本学

の連携フローの確認や、こころの相談室のカウンセ

ラーとの顔つなぎ、連携できること（職員からカウ

ンセラーに頼んでいい内容など、）毎年同じ内容で、

異動者や新人対象に少人数でもいいので続けていく

ことで、成果があると思う。 

 

・学内事例を、プライバシーを付して共有いただけ

ると幸いです。 

 

・コロナウイルスの影響で家計が急変し、学費や生

活費で苦しんでいる学生が増ええていると感じてい

ます。そういった環境で追い込まれている学生や保

護者への対応について、参考になるような講演を聞

いたり、意見交換をしたりできるようなプログラム

があるといいなと思います。 

 

■共有したいこと 

・教員から、気になる学生の情報の共有があれば教

務課で蓄積しており、他の先生やカウンセラーから

問い合わせがあれば共有できるが、積極的に他の教

員に情報提供したり、職員のなかでも継続してフォ

ローしたりしていく制度にはなっていない。休学に

関連した面談内容や障がい学生支援のなかでの情報

など、共有した方がよい情報はたくさんあるが、枠

組みやルールができていないのが実情である。 

 

・学科単位あるいは基礎演習担当者などで気になる

学生の様子をどのように共有しているか。また本日

の議論のようにどうしても気になるが関わりきれな

かった学生がいる。 

 

・実際の相談を受けたことはないのですが、大学の

組織でどの程度受け止めることができるか・・・。 
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・実際にあったが、心の準備ができないまま対応し

たことがある。 

 

・コロナ禍の状況を受けて、家族からの相談を受け

ことがある。 

 

・職員や教員でも教養教育の教員となると、どこま

で関わって良いのか、関わりがなかなか難しいとい

うことがありました。気になる学生がいても、コロ

ナの中でなかなかメールや電話をしても出てくれな

い状況もあり、難しく思っております。 

 

・こころの相談室が受け持った学生に関する情報は、

守秘義務があって、広く共有するということは難し

い事情がありますが、緊急の事案につきましては、

学生本人の同意のもとにご協力をお願いすることも

あります。その際にはお力添えをお願いいたします。 

 

■会議の進行方法について 

・ブレイクアウトルームでのワークについて、事前

に周知し、やるべきことを理解しておかないと、戸

惑いながら時間を過ごしてしまうことになってしま

うので、そこだけが残念でした。 

 

・ブレイクアウトルームでご一緒した教職員の方々

が、真摯に学生に向き合われていることが分かりま

した。 

 

・ブレイクアウトルームのやり方がよくわからず、

そのうち誰もいなくなって一人になってしまった。 

 

・ブレイクアウトルームの活用を否定するものでは

ありませんが、多様な職種の人がいきなりディスカ

ッションするには無理があったように感じました。 

 

・聞く側の心の準備ももちろんですが、ケーススタ

ディができると良いと感じた。ブレイクアウトルー

ムで他部署の方と貴重な意見交換が出来ましたが、

時間切れでチャットに乗せられず残念です。まとめ

役（？）をすぐに決められると良かったのですが。 

 

■感想 

・自死を考えている・いないにかかわらず、相手の

気持ち・話を聞くことが大切だと分かりました。 

 

・コロナ禍において多くの人が「あいまいな喪失」

を経験していると思います。明確な原因や理由のわ

からない「あいまいな喪失」について認識していく

ことは、自死予防においてとても重要な視点だと思

いました。 

 

・野呂先生が、自殺は特別なことではないと言われ、

学生から相談を受けた際にどうすべきかについて言

及してくださった点がとても勉強になった。 

 

・学生と接する機会が少ないですが、先の見通しが

立ちにくい中、学生達がどんな気持ちで過ごしてい

るのか知りたいと思い受講しました。先生方のお話

を聞く中で、自分も日々の生活や業務の中で不安を

感じていたことに改めて気づかされました。 

 

・まず聞くことが大切であると強く感じました。 

 

・前年度と業務の進め方も変わり、研修なども受講

していますが、変化に付いていけないと感じること

があります。社会人経験のある自分でもそのように

感じるということは、学生（特に 1 回生）はさらに

不安な気持ちではないかと思いました。 

 

・アシスタントスタッフでも参加させていただけて

感謝しております。今後も興味あるプログラムをご

紹介いただけたら大変うれしく思います。 

 

・とても良い企画で、今後も継続的にして欲しい内

容であった。 

 

・そうした学生へのやりきれない思いを教員や職員

は抱えていると思うが、今回のようにそれらが語れ

る場作りを宗教部が行なってくれると本当に助かる。 

 

 

 

 

発行 龍谷大学宗教部 ／ 発行日 2020年 12月 1日 


